







































それに対して、 「熱中症」 「夜の初め」 「立ちあげる」 「お


























されたが、外国語の仮名表記法については緩や であった。まとまったものは、昭和廿九年三月の国語審議会報告「外来語の表記」 、平成三年六月の内閣告示「外来語の表記」だけである。それも、制限の性質が弱く、慣用を大幅に認めるという姿勢が採られている。そこで、自分 慣用に合わない用例に遭遇して当惑させられるこ になる。
いま、文章を書くことをなりわいにしても、片仮名語の
29


























































































































































































































































の四百年間、日本語史の日陰 った拍、近代に復興した拍である。先の譬喩を再び用いると、ダ行階のあきま 入居者が、一人で外出することを避けてい だと言えようか。ガウディとケネディ
去りし七月に上梓した『季語の博物誌』
（和泉書院）
の十
二月十四日条は「くしやみ」である そこの例句の一つに次の句を掲げ、 「字足らずのまま引いた」と附言した。
大くさめガウディの城揺らしけり
　　
佐川広治
この句は講談社刊『
カラー版
新日本歳時記』から引いた。
右の附言の意味は、わたしの日本語で「ガウディ
（
G
audi ） 」は三拍語なので、中七には助詞「を」を入れて、
「ガウディの城を」としたいということである。この句の作者はこの建築家の名を、 「ガウディ」と書きながら、四拍に読んでいるのであろう。
K
ennedy
にも似た事情がある違いない、そう考えて、
B
B
C制作の
D
V
D「
N
A
S
A・宇宙計画」を観た。四
枚のうちの「
1　
人類初の領域へ」の前半ではアポロ計画
が見られた。その成功の場面では、この計画の提唱者である当の大統領の姿が現われ、日本語のナレーション「ケネディー」が四回、明瞭に聞か た。
講談社の『昭和萬葉集』の巻十四には、ダラス事件の報
道に関わる歌三首が見える 次に掲げるのが、その連続する三首である。作者名の下の小字は、生年、掲載した会誌・歌集、発行年である。
木下美代子
　
明
42～『裸木と三日月』 （昭
39）
銀いちやう
杏落葉の上に散りたる号外にケネディはまだ生きて
笑へり
翁
　
たつ子
　
大
5～「潮音」 （昭
39・
9）
色褪せし世界地図張り替ふべしケネディ斃れネールいま亡し
34
阿部
　
太
　
明
37～『阿部太歌集』 （昭
50）
議事堂の階下りくるケネデーの柩捧げ持つ中に黒人兵ひとり
特に第二三首の破調が著しいが、
K
ennedy
を含む句は定
型である。そして、一読して明らかなように、
K
ennedy
は、すべて四拍の日本語と 詠まれているのである。
片仮名は、日本語の語音を正確に写すべく生まれ、用い
られてきた文字である。だが、本稿に述べたような事情のあることも認識しておくべきであろう。

（
2017.12.12 ）
